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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 21,091 24.2 1,418 51.5 1,405 50.5 789 13.6
22年3月期第3四半期 16,986 △27.8 936 △10.7 934 △8.2 695 158.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 27.64 ―
22年3月期第3四半期 24.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 18,824 7,262 38.2 251.58
22年3月期 15,937 6,774 42.1 234.97

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  7,188百万円 22年3月期  6,714百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
10.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,500 28.3 1,820 28.3 1,800 28.5 990 9.6 34.65



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務
諸表に対する四半期レビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業
況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添
付資料】２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  29,786,400株 22年3月期  29,786,400株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,211,366株 22年3月期  1,211,300株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  28,575,093株 22年3月期3Q  28,575,100株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高21,091百万円（前年同四半期比24.2％

増）、営業利益1,418百万円（同51.5％増）、経常利益1,405百万円（同50.5％増）を計上し、四半期純利益は789

百万円（同13.6％増）となりました。  

 セグメントの業績は以下のとおりであります。 

  

フラットパネルディスプレイ部門 

 フラットパネルディスプレイ市場は、エコポイント付与基準の見直し等、短期的な市況の変動があったものの、

パネルメーカーの生産調整の影響を受け、フィルターの生産量が一部期初の計画を下回りました。また、昨年導入

を行った新型生産ラインにより、急激な受注の変化に臨機に対応し、コスト削減に貢献いたしました。 

 この結果、売上高19,034百万円、営業利益1,343百万円となりました。  

  

クリーン・エコエネルギー部門 

 当部門につきましては、昨年に引き続いて、国内住宅向けに太陽光発電システムの受注が増加したことに加え、

スクール・ニューディール政策における学校への太陽光発電システムの導入が業績の向上に貢献いたしました。今

後は、自社構築による新型生産ラインの本格稼働により、より競争力のある製品の供給を開始し、販売量の拡大を

図ってまいります。  

 この結果、売上高2,057百万円、営業利益44百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が18,824百万円となり、前期末比2,887百万円の増加となり

ました。主なプラス要因は、現金及び預金の増加2,028百万円、受取手形及び売掛金の増加1,023百万円等であり、

主なマイナス要因は、商品及び製品の減少517百万円等であります。  

 負債は11,562百万円となり、前期末比2,400百万円の増加となりました。主なプラス要因は、支払手形及び買掛

金の増加875百万円、長期借入金の増加2,182百万円等であり、主なマイナス要因は、短期借入金の減少1,062百万

円等であります。 

 また、株主資本は利益剰余金の増加503百万円により7,197百万円となり、純資産は7,262百万円となりました。

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間の業績結果は、平成22年５月20日に発表いたしました連結業績予想に対し、各部門と

も受注数量の変動を受けながらもコストダウンを図り、通期の予想収益の確保はできると判断しており、通期の業

績予想に変更はありません。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

・簡便な会計処理 

１．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債については、原則として年度決算と同様の方法によって計算

しております。ただし、加減算項目や税額控除項目は重要なものに限定して計算しております。 

２．通常の販売目的で保有するたな卸資産において、収益性の低下が明らかなものについては、正味売却価額を

見積もり、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております。 

３．一般債権（経営状態に重大な問題が生じていない債務者に対する債権）の貸倒見積高については、貸倒実績

率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。  

  

・表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,874,069 3,845,683

受取手形及び売掛金 4,261,756 3,238,125

商品及び製品 384,293 901,352

仕掛品 264,558 440,986

原材料及び貯蔵品 496,901 319,264

その他 110,356 118,102

貸倒引当金 △5,576 △6,025

流動資産合計 11,386,360 8,857,488

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,672,415 2,292,357

土地 2,226,490 2,226,490

その他（純額） 2,302,169 2,313,342

有形固定資産合計 7,201,075 6,832,190

無形固定資産   

その他 8,104 3,778

無形固定資産合計 8,104 3,778

投資その他の資産   

その他 233,827 248,474

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 229,164 243,811

固定資産合計 7,438,344 7,079,780

資産合計 18,824,704 15,937,269



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,174,491 2,299,468

短期借入金 1,150,144 2,213,092

1年内返済予定の長期借入金 1,676,936 916,579

未払法人税等 332,493 423,118

賞与引当金 6,902 23,847

その他 224,541 424,211

流動負債合計 6,565,508 6,300,316

固定負債   

長期借入金 4,910,975 2,728,821

退職給付引当金 2,920 1,828

その他 82,977 131,360

固定負債合計 4,996,872 2,862,010

負債合計 11,562,381 9,162,326

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 3,620,564 3,116,567

自己株式 △863,859 △863,833

株主資本合計 7,197,516 6,693,544

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10,354 9,633

為替換算調整勘定 △19,105 11,112

評価・換算差額等合計 △8,750 20,745

少数株主持分 73,556 60,652

純資産合計 7,262,323 6,774,942

負債純資産合計 18,824,704 15,937,269



（２）四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 16,986,839 21,091,202

売上原価 15,184,460 18,807,648

売上総利益 1,802,378 2,283,553

販売費及び一般管理費 865,832 864,914

営業利益 936,546 1,418,639

営業外収益   

受取利息 4,687 4,622

助成金収入 24,773 18,258

保険解約返戻金 － 19,655

固定資産賃貸料 － 14,177

その他 20,873 11,671

営業外収益合計 50,333 68,384

営業外費用   

支払利息 31,964 46,533

為替差損 15,892 －

持分変動損失 － 5,510

貸倒損失 － 20,809

その他 4,815 8,237

営業外費用合計 52,673 81,090

経常利益 934,207 1,405,933

特別利益   

固定資産売却益 － 206

特別利益合計 － 206

特別損失   

固定資産売却損 － 3,508

固定資産除却損 48,829 115,864

特別損失合計 48,829 119,372

税金等調整前四半期純利益 885,377 1,286,767

法人税、住民税及び事業税 227,840 481,305

法人税等調整額 △33,038 12,843

法人税等合計 194,801 494,149

少数株主損益調整前四半期純利益 － 792,618

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,848 2,869

四半期純利益 695,424 789,748



 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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